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 本研究は，鋼製ピン支承を対象としたハイブリッド実験の結果から得られた鋼製ピン支承の履歴特性を

用いて，鋼製ピン支承が橋梁全体系に及ぼす影響について検討したものである．特に，強震時挙動につい

て着目し，周波数特性の異なる2種類の強震観測記録を入力地震動として用いた解析を行った．検討の結

果，鋼製ピン支承の挙動を考慮することで，入力地震動や入力方向によらず，上部構造の最大応答変位が

増加する傾向が見られた．さらに，橋軸方向では，入力地震動の周波数特性差により，橋脚基部の曲率に

対する鋼製ピン支承の履歴の影響に差が生じる結果となった． 
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１．はじめに 
 
 既往の地震被災事例では，支承の損傷に起因するもの

は非常に甚大な被害に発展するものが多い．1995年兵庫

県南部地震では，支承の損傷により上部構造の移動や脱

落が生じた1)．このような経緯から，高速道路等の重要

性の高い橋梁では免震支承への交換が進められた．しか

し，一般の道路橋梁では現在も鋼製支承が使用されてい

るものが多く，これらの耐震性評価を行う際に，鋼製支

承の挙動が橋梁全体系に与える影響について明らかにし

ておくことが重要であるとの認識が高まってきている． 
 一方で，鋼製支承に関する研究について目を向けてみ

ると，既往検討例は少なく，力学的モデルが提案される

には到っていない．このため，現在，鋼製支承の数値解

析上のモデル化は，上部構造と橋脚頂部とを変位拘束す

る方法2)や，バイリニア型でのモデル化が一般的に行わ

れている3)．しかし，鋼製支承の挙動が橋梁全体系に及

ぼす影響については不明な部分が多い． 
 これまで筆者らは，鋼製支承の挙動が橋梁全体系に及

ぼす影響について検討するため，鋼製支承のうちピン支

承に着目したハイブリッド実験を実施してきている4)．

ハイブリッド実験の結果から，鋼製支承の挙動が橋軸方

向，橋軸直角方向の上部構造変位応答に影響を及ぼすこ

とを明らかにするとともに，鋼製支承の履歴モデルを提

案した．また，提案した履歴モデル考慮した橋梁全体系

解析で，ハイブリッド実験と同様の傾向が得られること

を確認してきている． 
 一方，強震時の橋梁全体系応答に着目した場合，地震

動の周波数特性や繰返し回数による影響を検討すること

は，非常に重要であると考えられる．そこで，今回，周

波数特性と継続時間の異なる2種類の地震動を用いた地

震応答解析を実施し，鋼製ピン支承の履歴を考慮した上

で，橋梁全体系における強震時の挙動について検討を行

った． 
 本報告では，まず，鋼製ピン支承の履歴モデルおよび

橋梁全体系に関する解析モデルについて述べる．続いて，

地震応答解析の概要について述べ，解析結果とその考察

を記述する．最後に，得られた知見をまとめる． 
 
 
２．解析モデル概要 
 
(1) 対象橋梁 
 検討対象とした橋梁を図-1に示す．対象橋梁は中間支

点部の片側が固定支承により支持された3径間連続橋梁

である．上部構造質量は3000t，橋脚は矩形のRC橋脚を
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